









Moving Beyond the "Mystical Excursion" Poems











空海は︑真言宗の開祖として仏教界における影響のみならず︑詩文に長じる一詩人として︑文学理論書『文鏡秘府論』や作品集『性霊集』などを遺し 宮廷詩壇に及ぼ た影響も甚だ大きい︒ 『性霊集』巻第一に収まる「遊山慕仙詩」及び良岑安世に宛てた「入山興」（ 『経国集』梵門にも見える）
︑ 「山中有何楽」など一連の詩作は︑六
朝と初唐の文学を背景にもちながら︑宮廷人の梵門詩と ︑そのもととなった『荘子』逍遥遊︑ 『文選』 「遊仙詩」 ︑ 「遊天台山賦」などの詩文 も異質なものをもってい ︒とくに『性霊集』劈頭 置か
れた「遊山慕仙詩」はその好例である︒詩題は一見遊仙詩のように隠逸風であるが︑内容は仏教的なものが少なからず含まれている︒波戸岡旭氏はこの一首の構成や︑出典︑さらに創作動機及び主題などについて︑ 『楚辞』の「遠遊」 曹植・郭璞の「遊仙詩」といった従来の遊仙詩との類似を考察し︑空海の「遊山慕仙詩」は仏教思想を説くも でありながら︑単なる遊 の意 みで く︑俗塵や無常をも併せて述べたところか 本格的な遊仙詩であると主張した
（
1）︒
これに対し︑井実充史氏は「 ﹃文選﹄遊仙詩を踏襲した形跡はない︒言及しつつ踏襲し いない うこと ︑意識的に無視あるいは排除したといえる」と異議を呈し︑ 「形式・内容ともにまったく新たな遊仙詩を歌 上げようとする」空海の創作意図 強調 た
（
2）︒両氏

























































き︑筆鸞鳳を翔らす」 ︑ 「勝辯巧みに發し︑詭言雲のごとくに敷く」と︑創作技術について両者を肯定しながら︑ 「但恨むらくは濫に淫事を縦にして曾て雅詞無し」 ︑ 「未だ後誡の準的とするに足らず」と︑思想内容に関 は両者 否定した︒ 先人の遺美」に並ぶと両者の古典としての価値を認めつ ︑ 「後誡の準的」に足らずと︑勧誡の模範にならない 批判する︒ここか ︑ 「否定しながらこれを肯定し︑拒否し がら承け継ごうとしている
（
5）」空海の文学受容に対す






















『三教指帰』の思想論としての性格をより鮮明に際立たせている︒『三教指帰』の内容から見れば︑まず儒教を紹介し︑次に道教の立場からこれを批判し︑さらに道教を仏教の立場から批判するという空海の仏教主導の立場は一貫している︒しかし︑それは必ずしも道教︑儒教を排除することを意味しない︒外来文学 受容において見られる姿勢が︑批判しながら継承すると う︑外来思想の受容における姿勢と相通じるものであること 見逃せな ︒一方︑表現の面では︑序の「信大聖之誠言」に見える「大聖」 『聾瞽指帰』に見えない仏 呼称が注目に値する︒空海の「御請来目録
（
6）」を繙く
と︑ 「大聖文殊師利菩薩佛刹功徳荘嚴經三巻」 ︑ 「大聖天歡喜雙身毘那夜迦法一巻」とあ ように 「大聖」は当時唐土で出回った仏教関連書で広く使われた呼称であった︒さらに遡 と︑唐 道宣が編纂した仏教と道教の論争文『広弘明集』の序文には︑ 「原夫小 大道自古常談︒大聖小聖由來共述」とある︒ 「大聖」は単な 仏の呼称だけでなく︑仙人を表わす「小聖 対照的な表現で︑道教より優位に立つ仏教観をも込めている︒ 「御請来目録」に 三教不齋論
（
7）」





















































































































































はただの形式であり︑その本質は隠逸 通ずるものである︒ 「清波」「丹荑」 「靈谿」など仙境らしい自然を描くのは︑ 「安んぞ雲梯に登るを事とせん」と考えて︑官界にとどまり︑仕官して栄達することを超越するためである︒　
ところが︑詩人が憧れた仙境は「源に臨みて清波を挹み︑崗に陵










































































































なり」とその文彩を評価しながら︑ 「空しく牛躅を談じて未だ大方を説かず ︑ 「義理の未だ盡きざることを惜む」と︑その内容が「空談」にとどまり︑民衆の教化には役立たないものであることを批判した︒これは梁・僧祐編『弘明集』の序に見える「
（牟子）
讀神仙































































































































































































































































































































































































































































その相違は何と言っ も序 「煩擾を俗塵 悲しび︑無常を景物に比す」と述べているように︑仏教の無常思想の導入にある︒ 「遊山慕仙詩」の展開を顧み と︑まず︑冒頭において「遊山慕仙詩」舞台を描き︑仏教に基づく一首の基本的立場を示す︒次 俗世における汚濁︑無常 実態 具現する︒続いて︑神仙思想に基づいて小仙界を創出し 俗世を超越しよう する︒さら 小仙界を名かりのものとして否定し 大仙界すなわち仏教の境地をもって神仙境を超越しよう する︒最後に︑法 への旅立ちを唱導し その至難さを慨嘆して筆を擱く︒この一首から︑空海の脳裏における「俗界︱小仙界
（隠逸的境地を含む）
︱大仙界」という三段階の構図が
うかがえる︒俗界 らいきなり大仙界に至る ではなく︑小仙界を中間段階として通過して大仙界に辿りつく である︒三段階 中で小仙界が俗界 仏教界と つなぐ架け橋のような役割 果たる︒神 思想に基づく『文選』の遊 詩は「朱門︱山林」 すなわち「俗界︱小仙界」という二段階にとどまり︑しかも︑俗界を官界に特定し︑遊仙の形を借りて隠逸の主旨を表わすものである︒これ































































































































































































































空海の「遊山慕仙詩」を考察した︒空海の詩作を分析するにあたり︑まず︑ 『聾瞽指帰』と『三教指帰』及び『文鏡秘府論』を通して彼の文学観を把握し︑さらに『文選』遊仙詩の隠逸詩的性格︑二段階の構図を明らかにしたうえで︑ 「遊山慕仙詩」 内容︑構成について分析を行なった︒最後に 中唐詩僧・皎然 「短歌行」との関わりについて考察した︒　
従来の遊仙詩は︑神仙思想に基づく「俗界︱小仙界」の二段階に
とどまるものであった︒ かし 空海の「遊山慕仙詩」は︑仏教的立場から官界へ 嫌悪を俗世の煩悩として一般化し 煩悩と無常に満ちた俗界を超越しようとする小仙界をある程度肯定 つつ︑仏教の無常観をもってその超越性を相対化 ︑さらなる超越的境地への帰依を唱導する「俗界︱小仙界
（隠逸的境地を含む）
︱大仙界」と
いう三段階の構図 ︑みごとに遊仙詩 超克 実現 ︒　
その背後に︑入唐の経験によって成立した文学を布教の手段とす












































































































姚垚「皎然年譜稿」 （ 『中国書目季刊』第十三巻第二期︑一九七九年） 賈











蔡毅「空海在唐作詩考」 『興膳教授退官記念 文学論集 汲古書院︑
二〇〇〇年︒
（
23）  
蔡氏︑注（
22）前掲書︑四六七頁︒
（
24）  
注（
18）前掲書︑巻第二十九「唐湖州杼山皎然伝」 ︑七二八～七二九頁︒
（
25）  
注（
18）前掲書︑巻第十五「唐会稽雲門寺霊澈伝」 ︑三六九～三七〇頁︒
書き下し文は筆者による︒
（
26）  
波戸岡氏︑注（
1）前掲論文︑五二頁︒
（
27）  
皎然『詩議』の本文は注（
8）の前掲書による︒
（
28）  
井実氏︑注（
2）前掲論文︑三一頁︒
附記　
本研究は二〇一六年度中国河北省教育庁・大学人文社会科学研究費補助金（課
題番号：
B
J201612 ）による研究成果の一部である︒
